
 

■申込・参加要領  ： 当会ホームページからお申込みください。ＦＡＸ、または下記担当者宛 E-mail からもお申込み頂けます。 
後日（開催日１週間～１０日前までに）受講票・請求書をお送り致します。 

※よくあるご質問（ＦＡＱ）は当会 HP にてご確認いただけます。（[TOP]→[公開セミナー]→[よくあるご質問]） 
※お申し込み後のキャンセルはお受け致しかねますので、ご都合が悪くなった場合、代理出席をお願いします。 

■お申込・お問合わせ先： 企業研究会 公開セミナー事業グループ 担当／民秋・川守田 E-mail:tamiaki@bri.or.jp 
 TEL：03-5215-3514 FAX：03-5215-0951  〒102‐0083 東京都千代田区麹町 5-7-2 MFPR 麹町ビル 2Ｆ 

 

２０１９年 ６月 １８日（火） １３：００～１７：００ 

企業研究会セミナールーム（東京：麹町） 

191133-0101  ムダな会議を『意味のある会議』にするための技術 

ムダな会議を『意味のある会議』にするための技術 
働き方改革を実現するための『仕事の進め方改革』                          

 

 

開催にあたって 

『働き方改革』対策として、生産性を低下させる要因として多くの組織で挙げている「会議改善」が
あります。ムダ会議の改善は、ムダ時間・資料の削減等により損失回避とコスト軽減につながりま
す。本セミナーでは、ムダな会議をやめ、意味のある会議にするための方法について、ケーススタ
ディを交えて解説します。 
 

（株）ロゴ  ビジネスパートナー  冨永宏志氏 

 

 
(株)東芝で情報システム開発、並びにサーバ・通信（電話、LAN）・セキュリティ設備構築を担当。その
後、企画長として生産・製造・組織改善と、この実現のため人財のスキル向上・育成を担当。また’03
～’06 ある省庁の情報セキュリティ監査制度構築の委託研究委員。’18/6 退職、’18/7 より(株)ロゴビ
ジネスパートナー。 
 

税込・資料代含 

３４，５６０円（本体価格 ３２，０００円） ３７，８００円（本体価格 ３５，０００円） 

本セミナーは『社内研修』としての開催も可能です。詳しくは下記担当までお問い合わせください。 

１．はじめに 

２．働き方改革実現に「意味のある会議」化が有効なわけ 

検討されている施策は、早期実現の求めに答えられていない 

３．会議には、こんな問題がある 

（１）ケーススタディ ーこの会議にある問題を考えるー 

（２）ムダ会議の特徴 

・アリバイ作り、言い訳だけの会議 

・発言しない人が参加している会議 

・結論に行きつかない会議 

（３）なぜ「ムダ会議」は、なくならないのか 

（４）ケーススタディ２ －会議開催者が考える問題－ 

４．「意味のある会議」にするポイント 

（１）会議前に考える事 ～事前準備を整える～ 

“無条件に全員参加にしていないか？”“目的を伝えたか？” 

“来てから考える会議にしていないか？”  

（２）会議当日の運営 ～議論する会議にする～ 

“全員が発言できているか？” 

“常に反対・議論を逸らす人への対応はできているか？“ 

（３）会議後に行うこと ～記録と施策計画を作る～ 

“議事録を確実に作成しているか？”“アクションプランは明記しているか？” 

５．事例紹介から見える改善ポイント 

（１）「先進企業の会議」が求めたこと 

（２）私（講師）が担当した改善実施例から得られた教訓 

会議環境整備のハード面、仕組み・啓蒙活動等のソフト面の改善施策紹介 

改善施策で実現したこと、実現できなかったこと 

（３）ケーススタディ３ ―ご自分の職場における会議改善と課題を考えるー 

６．おわりに 
※最少催行人数に満たない場合、開催中止となる場合がございます。 


